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エネルギー･
環境

･電力会社
･ガス会社
･資源企業
 (石化･鉄鋼 他)

･ＧＴＣＣ
･大型火力発電
･原子力

･環境プラント
･化学プラント

機械･設備
システム

･基礎産業
 (鉄鋼他)
･自動車
･流通　他

･定置用エンジン
･コンプレッサ
･製鉄機械
･搬送システム

･ターボ
 チャージャ
･フォークリフト
･エンジン

･空調機器
･工作機械

交通･輸送
･エアライン(空)
･海運業(海)
･鉄道(陸)　他

･商船 ･交通システム ･民間航空機

防衛･宇宙
･防衛省
 (陸･海･空)
･ＪＡＸＡ

･艦艇
･防衛航空機
･ミサイル
･宇宙機器

･特殊車両

事業
ドメイン 船舶･海洋

セグメント

原動機 機械･鉄構 航空･宇宙 汎用機･特車
その他

(冷熱･工機)

顧客･市場

工作機械事業本部と事業ドメインとの関係
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１．事業本部概要／製品構成（２０１１年度売上）

歯車工作機械歯車工作機械

工作機械工作機械

精機品精機品

大形工作機械大形工作機械

専用工作機械専用工作機械

常温ウェーハ常温ウェーハ

 
接合装置接合装置

精密切削工具精密切削工具 エンジンバルブエンジンバルブ パワートランスミッションパワートランスミッション

精密加工機精密加工機
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[MHIA[MHIA--MTD]MTD]
工作機械販売・サービス[MHI[MHI--EuropeEurope]]

工作機械サービス

[MHI[MHI--India]India]
工作機械販売・サービス

[MHI[MHI上海上海（北京駐在）（北京駐在）]]
工作機械販売・サービス

[MHI[MHI上海上海]]
工作機械販売・サービス

[MHI[MHI--Thailand]Thailand]
工作機械販売・サービス

[M[MMMHH//菱重機床香港菱重機床香港]]
工作機械販売・サービス

[MHI[MHI韓国韓国]]
工作機械販売・サービス

[MHI[MHI

 

Brazil ]Brazil ]

工作機械販売サポート

[MHI[MHI--IPT] IPT] ’’05/505/5月買収月買収

インド

 

ラニペット市

精密切削工具製造

社員：500名

[MHI[MHI--CMCM]]

 

’’11/311/3月稼動月稼動

中国江蘇省常熟市中国江蘇省常熟市

歯車工作機械製造歯車工作機械製造

社員：社員：1010名名((工作機関連のみ工作機関連のみ))

[[栗東栗東

 

本工場本工場]]

滋賀県栗東市

全製品の開発生産拠点

社員：900名

[MHII[MHII--MTD]MTD]

 

’’12/12/1010月稼動月稼動

インドインド

 

ベンガルール市ベンガルール市

歯車工作機械製造歯車工作機械製造

社員：社員：1010名名

 

((工作機関連のみ工作機関連のみ))

[Federal Broach][Federal Broach]

 

’’12/412/4月買収月買収

アメリカアメリカ

 

ミシガン州ハリソン他ミシガン州ハリソン他

ブローチ工具・ブローチ盤製造ブローチ工具・ブローチ盤製造

社員：社員：192192名名

：

 

製造拠点 ：

 

販売拠点

１．事業本部概要／全世界拠点
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２．２０１１年度の総括／受注・売上の状況（連結）

自動車・建機・エネルギー関連の
設備需要を獲得し、受注増加

国内顧客の活発な海外投資を獲得

中国・インド・東南アジア、北米の需要堅調

国内は大口工事の売上により回復

輸出は受注好調、リーマン・ショック前の水準に回復

売上拡大、生産性向上等により、利益水準も回復

449

538

'08 '09 '10 '11

375

511

'08 '09 '10 '11

受受

 

注注 売売

 

上上

輸出

国内

輸出

国内

+36+36％％

+20+20％％
（億円）

計画計画

受注・売上・営業利益受注・売上・営業利益

 
１０事計の計画を大幅超過達成１０事計の計画を大幅超過達成

営業利益営業利益

12

36

'08 '09 '10 '11

33倍倍
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２．２０１１年度の総括／製品別の状況（連結）

449

538

'08 '09 '10 '11

製品別受注製品別受注

大形機

１．歯車工作機械１．歯車工作機械

内需・外需とも堅調で、リーマン・ショック前を超える
水準に受注大幅増加

国内顧客の活発な新興国向け投資を獲得

外需も中国・インド・東南アジア等、新興国が牽引

北米も自動車・建機・エネルギー関係が好調で受注確保

新興国の建機関連需要を一定獲得するも、内需は
比較的低調で前年度並みに留まった

新興国では欧州競合メーカとの競争が激化している

歯車機械

専用機

精機品精機品

工作工作
機械機械

２．大形工作機械２．大形工作機械

３．専用工作機械３．専用工作機械

４．精機品４．精機品

引続き、海外自動車メーカ及び航空機関連の受注を
獲得し、前年度並みの受注を確保

精密切削工具・エンジンバルブ共に国内自動車向けが
中心で、東日本大震災影響もあり、受注は前年度並み

（億円）
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449

538 500

700

1,000

'07 '08 '09 '10 '11 '12 '14 '16

その他海外

北米

中国・アジア

国内

３．２０１２事計の計画値／受注・売上・営業利益（連結）

12

36 40

80

'07 '08 '09 '10 '11 '12 '14

600

500511

375

受受

 

注注 売上・営業利益売上・営業利益

事計最終年度、ピークの’07年水準で計画

中国・アジア等の海外向けの拡大

事業規模 １，０００億円を目指す

事計最終年度、ピークの’07年水準で計画

受注・売上拡大、傘中空バルブの事業化、

海外製造会社の収益力強化等で営業利益の
大幅拡大を目指す

［ 売上 ］

20122012事計事計
（億円）

海
外

国
内

20122012事計事計

［

 

営業利益 ］
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４．事業戦略／（１）基本方針

グローバル化と高付加価値化を加速させ事業規模・収益拡大グローバル化と高付加価値化を加速させ事業規模・収益拡大

収益の柱となる事業のさらなる強化収益の柱となる事業のさらなる強化

・生産・販売・サービスの現地化・生産・販売・サービスの現地化

・Ｍ＆Ａアライアンスの積極推進・Ｍ＆Ａアライアンスの積極推進

新成長事業の拡大新成長事業の拡大

・傘中空エンジンバルブの本格的事業化・傘中空エンジンバルブの本格的事業化
・常温ウェーハ接合装置の拡大・常温ウェーハ接合装置の拡大

市場特性の異なる２つの事業（工作機械・精機品）を市場特性の異なる２つの事業（工作機械・精機品）を

両輪に市況変動に強い事業体制構築両輪に市況変動に強い事業体制構築

加工技術力の強化加工技術力の強化

・社内加工技術のレベルアップと新事業の創出・社内加工技術のレベルアップと新事業の創出
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４．事業戦略／（２）課題の構造

収益拡大収益拡大収益拡大

事業規模拡大事業規模拡大事業規模拡大 市場カバレッジ拡大市場カバレッジ拡大

シェアＵＰシェアＵＰ

資本コスト低減資本コスト低減

新分野・新事業拡大新分野・新事業拡大新分野・新事業拡大

グローバル化グローバル化グローバル化

高付加価値化高付加価値化高付加価値化

生産・販売現地化生産・販売現地化

M&AM&A・アライアンス・アライアンス

コストダウン・生産性向上

投下資本効率向上投下資本効率向上投下資本効率向上

新製品投入

サービス対応力

ＩＴ活用

新加工技術開発の強化新加工技術開発の強化

傘中空バルブ事業化傘中空バルブ事業化

常温ウェーハ接合装置拡大常温ウェーハ接合装置拡大

不採算事業撤退・移管

運転資金削減

SAVSAV拡大・エクイティ確保拡大・エクイティ確保

事業格付けの維持・向上事業格付けの維持・向上
投資力確保・拡大投資力確保・拡大投資力確保・拡大

収益力強化収益力強化収益力強化

海外・新興国
市場深耕

・工作機械の需要は外需主体
・自動車は国内横ばい、
成長は新興国

・顧客の海外現地生産加速
・地産地消傾向顕在化

・円高による競争激化
・新興国工作機械メーカ台頭

製品ラインナップ拡充等、高付加価値化には一定目処付け済製品ラインナップ拡充等、高付加価値化には一定目処付け済
グローバル化と新分野・新事業拡大に重点的に取り組むグローバル化と新分野・新事業拡大に重点的に取り組む
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77 84 116 156 170 160 233 226 293 374 474
652

1,205

376 427 508
653

761 847 803 842
1,051

1,338

1,638

2,225

3,350

'00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '15 '20

四輪

二輪

5.2%
3.9% 4.6%

6.9% 7.6%
9.0% 9.5% 10.0%

6.2% 6.6%

10.6%
7.2%

４．事業戦略／（３）グローバル化

 
生産・販売の現地化①

MHIMHI--IPTIPT（精密工具製造会社）との連携も図り、（精密工具製造会社）との連携も図り、

歯車加工システムを現地でワンストップで提供歯車加工システムを現地でワンストップで提供

インド自動車メーカ拠点と当社現地生産工場の位置関係インド自動車メーカ拠点と当社現地生産工場の位置関係

9%

38% 34%

9%

46%
30% 28% 27%

-6%
-3%

14% 19%
29%

17% 11%
-5%

5%

25% 27% 22%

（万台）
四輪 対前年

二輪 対前年

インド二輪・四輪生産対数推移・予測インド二輪・四輪生産対数推移・予測

歯車機械のインド事業拡大（1/2）

・二輪・四輪とも年20％超の高成長

・インドでは生産人口若年層は毎年新たに
20百万人が社会に出て購買対象へ

・自動車各社の工場集積が進むベンガルールに工場設立

インド実質GDP成長率

ベンガルールベンガルール
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４．事業戦略／（３）グローバル化

 
生産・販売の現地化①

インド工場の概要インド工場の概要

➣ ＭＨＩインドの工作機械グループ内に歯車機械工場を組織

➣ 工作機械の販売・サービスの他、歯車機械の生産歯車機械の生産及び

ショールーム・トレーニングセンターショールーム・トレーニングセンター、パーツセンター・パーツセンター・
工作機械全製品の調達機能調達機能を設置

・工場敷地面積

 

約４，０００㎡

・建屋面積

 

約２，５００㎡

・竣工

 

２０１２年１０月稼動

18

55

82

100

120

'12 '13 '14 '15 '16

（台／年）

売上計画売上計画

379

744
909

1,189
1,086

916 842

1,212
1,289

1,372
1,463

1,563
1,637

'03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10 '11 '12 '13 '14 '15

新設機

中古輸入機

16%

56%

32%
42%

30%
43%

30% 32% 35% 37% 40%

15%
28%

輸入新設機シェア

（台）

インド歯車機械の需要インド歯車機械の需要

工場外観（建設中）工場外観（建設中）

インドでの歯車機械と精密工具のインドでの歯車機械と精密工具の

シェアＮｏ１を維持し、事業拡大シェアＮｏ１を維持し、事業拡大

Ｍ
Ｈ
Ｉ

イ
ン
ド

Ｍ
Ｈ
Ｉ

イ
ン
ド

管
理
Ｇ

管
理
Ｇ

調
達
Ｇ

調
達
Ｇ

工
作
機
械
Ｇ

工
作
機
械
Ｇ

工
作
機
械
Ｇ

射
出
成
形
Ｇ

射
出
成
形
Ｇ

印
刷
機
械
Ｇ

印
刷
機
械
Ｇ

原
動
機
・

機
械
Ｇ

原
動
機
・

機
械
Ｇ

ク
レ
ー
ン
Ｇ

ク
レ
ー
ン
Ｇ

販
売
・

サ
ー
ビ
ス

販
売
・

サ
ー
ビ
ス

歯
車
機
械

工
場

歯
車
機
械

歯
車
機
械

工
場
工
場

組織組織

歯車機械のインド事業拡大（2/2）
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４．事業戦略／（３）グローバル化

 
生産・販売の現地化②

中国中国 常熟工場の中核拠点化常熟工場の中核拠点化

GE15A

・歯車機械の生産能力拡大

 

月産3台→

 

5台（’12年10月）

 

→10台（’13年4月）

 

→ 20台（’14年4月）

・生産機種追加

 

GE20A・GE25A

 

・ショールーム機能の拡充

・工作機械主要部品の現地調達機能強化（ＭＨＩ中国と連携）

・サービス員集約と活動一体化及びパーツセンター機能追加

現地化の進展でお客様との“距離”を縮め事業拡大現地化の進展でお客様との“距離”を縮め事業拡大

工作機械の中国事業拡大

常熟工場

歯車機械 大形機

アプローチ

ニーズ把握・蓄積

囲い込み化

レジデントエンジニア活動

 
による顧客対応力強化

フラッグシップ機納入による

 
ブランド力向上

将来的には
現地生産化も

視野に

ターゲット
絞込み

“常熟効果”で民族
系ユーザからの

引合急増中

考え方考え方
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４．事業戦略／（３）グローバル化

 
生産・販売の現地化③

ＭＨＩ－ＩＰＴ（印）・ＦｅｄｅｒａｌＭＨＩ－ＩＰＴ（印）・Ｆｅｄｅｒａｌ

 
Ｂｒｏａｃｈ（米）との連携Ｂｒｏａｃｈ（米）との連携

'08 '09 '10 '11 '12 '14 '16

日本 栗東

インド

 

ＩＰＴ

米国 Ｆ社

シナジー

（１）ＭＨＩ-ＩＰＴ

・栗東との一体運営でインドを主力拠点化

→積極投資による能力増強で輸出余力も確保

→設計・ＣＡＭ・加工設備共通化で統合生産システム構築

納期短縮と最適地生産の実現
（どこでも同じものが同じリードタイムで生産可能に）

＜各拠点の位置付け＞＜各拠点の位置付け＞

精密工具精密工具 連結売上計画連結売上計画

（2）Ｆｅｄｅｒａｌ

 

Ｂｒｏａｃｈ

・栗東との一体運営で強みをさらに強化

→生産技術・生産管理支援による生産性向上

→設備投資による能力増強

→同社ノウハウ活用し、栗東製品の商品力向上

精密工具事業を１５０億円規模へ拡大し、世界３強へ精密工具事業を１５０億円規模へ拡大し、世界３強へ

精密工具事業のグローバル展開
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４．事業戦略／（３）グローバル化

 
Ｍ＆Ａ・アライアンス積極推進

（１）Federal Broach社概要

・設立

 

1934年

 

・従業員

 

192名

・所在地

 

ミシガン州ハリソン（本社）他３拠点

・事業内容

 

ブローチ工具・ブローチ盤

→

 

ブローチ事業の世界有数メーカ

グリア工場グリア工場

プランテーション工場プランテーション工場

ケレタロ工場ケレタロ工場

＜工場所在地＞＜工場所在地＞

＜主要製品＞＜主要製品＞
ヘリカルブローチ ポッドブローチ

ブローチ盤

クリスマスブローチ

＜対象市場比較＞＜対象市場比較＞

20122012年年44月買収月買収

シナジー最大化に向けシナジー最大化に向けPMIPMI※※加速中加速中

今後もＭ＆Ａ・アライアンスを積極推進今後もＭ＆Ａ・アライアンスを積極推進

（2）狙い

・米Big3等、新たな顧客獲得
（機械も併せたシナジー）

・成長期待のヘリカルと

クリスマスブローチの強化

・市場・製品の高い補完関係

による大きなシナジー効果獲得

※PMI：Post Merger Integration、M&A後の組織統合マネジメント

米国精密工具製造会社のＭ＆Ａ

ハリソンハリソン

本社・工場本社・工場

当 社 Ｆ 社

北  米 2% 66%

欧  州 14%

アジア 98% 20%
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４．事業戦略／（４）新成長事業の拡大①

'11 '12 '14 '16

量販小型車向（傘中空）

高性能・高級車向（傘中空）

従来バルブ

➣ 2011年10月より、高性能・高級車向に量産納入開始

➣ 大手自動車メーカ数社で性能試験・耐久試験を実施中

10

12

14

16

18

20

'93 '94 '95 '96 '97 '98 '99 '00 '01 '02 '03 '04 '05 '06 '07 '08 '09 '10

ガソリン乗用車ガソリン乗用車1010・・1515
モード燃費平均値推移モード燃費平均値推移

➣ 今後も世界の自動車需要の大半がエンジン車

（2020年 約90％，HEVを含めると約98％）

➣ エンジンの性能は年々向上、進化途上

→ 傘中空エンジンバルブの特性に適合する
軽量化・高効率燃焼化要求がさらに高まる

0

2

4

6

8

10

12

'10 '15予測 '20予測

EV,FCV

HEV

エンジン車

世界需要内訳世界需要内訳

エンジンバルブ事業計画エンジンバルブ事業計画

傘中空エンジンバルブ

高性能・高級車向に加え、量販小型車向の高性能・高級車向に加え、量販小型車向の

採用を実現し、事業規模拡大採用を実現し、事業規模拡大

経産省：乗用車の新しい経産省：乗用車の新しい

 
燃費基準最終取り纏め燃費基準最終取り纏め

2009年度 2020年度 燃費
実績値 目標値 改善率

乗用車 16.3km/L 20.3km/L 24.1%

※JC08モード

傘中空エンジンバルブの本格的事業化

（千万台）
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４．事業戦略／（４）新成長事業の拡大②

➣ 多岐にわたる材料接合可能な常温ウェーハ接合装置の特徴を強化

・高周波デバイス・発光素子（LED）・パワー素子分野

 

→接合材種拡大・サイクルタイム短縮対応

➣ 3D積層デバイス分野の開拓（１４兆円市場）
・メモリLSI・ロジックLSIを中心に市場拡大が確実

 

→高精度化・接合の信頼度向上への対応

半導体デバイス市場の内訳半導体デバイス市場の内訳

常温ウェーハ接合装置

5%
11%

4%

9%

29%

42%
約20兆円

加速度センサ圧力センサ

発光素子(LED)

高周波デバイス

パワー半導体

三次元
積層LSI

対象アプリケーション拡大と伸張分野への開発集中で事業規模拡大対象アプリケーション拡大と伸張分野への開発集中で事業規模拡大

常温ウェーハ接合装置の事業規模拡大

メモリLS

ロジックLSI

※当社参入セグメント

スマートフォン

タブレット端末

電気自動車
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４．事業戦略／（５）加工技術力強化①

基幹部品の加工は当事業本部設備にて実施基幹部品の加工は当事業本部設備にて実施

加工技術センタによる社内ものづくり高度化
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４．事業戦略／（５）加工技術力強化②

STEP1STEP1：社内加工技術レベルアップ：社内加工技術レベルアップ

Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25

最先端加工技術を基に顧客へ提案、新事業に繋がる市場を開拓

社内外の加工研究コンソーシアムに積極参加する等、先端加工技術を開発

◆

 

航空機主翼加工設備他開発

◆

 

航空機 主要部品の機械加工化

◆

 

航空機エンジン加工ライン生産性向上

◆

 

その他主要部品の加工技術開発

社内機械工場のキーパーツ加工技術課題の解決に取組み、グローバル競争力のある生産実現

STEPSTEP33：海外支援：海外支援

先端加工技術の獲得先端加工技術の獲得

STEPSTEP22：工機新事業の創出：工機新事業の創出

当社海外拠点の生産技術支援

 

（もの革部「MHI生産方式」活動と連携）

◆ 特殊金属高速加工技術

◆ 先端材料の加工技術

◆

 

航空機大型精密部品加工機事業の提案

◆

 

自動車関連部品製造ソリューション提案

※海外生産本格化に対応する加工技術センタの

変革課題への対応

◆

 

冷熱海外工場向
コストダウン

先端加工技術を事業化（大形専用機）先端加工技術を事業化（大形専用機）

※難削材加工の高能率化

※５軸加工の高速・高能率化
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５．まとめ

グローバル化と高付加価値化をグローバル化と高付加価値化を

加速させ事業規模・収益拡大を実現加速させ事業規模・収益拡大を実現

を大方針として取組みを進めておりますを大方針として取組みを進めております

事業規模１，０００億円、歯車機械・大形機の事業規模１，０００億円、歯車機械・大形機の

世界シェアＮｏ１の実現を目指し、１２事計戦略の世界シェアＮｏ１の実現を目指し、１２事計戦略の

実行をスピーディー且つ着実に進めてまいります実行をスピーディー且つ着実に進めてまいります

ご清聴有難うございましたご清聴有難うございました
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